
２０１１年度講義要項 早稲田大学大学院公共経営研究科

科目名 憲法の基本原理とジャーナリズム

担当者 鬼頭 誠

配当学期 秋学期

単位 ２単位

授業概要 憲法改正手続法（通称・国民投票法）が 2010 年５月 18 日施行され

た。日本の現代史上一度も行われたことのない憲法条文の改正を、主

権者たる国民の一人として、自分の頭で考え、実際に試みる。

毎回、事前配布する参考資料を読んで授業に臨み、当番（毎回交代）

の用意した「わたしの改正ポイント」メモをたたき台に、討議を行い、

必要ならそれぞれの改正案を試作する。

大学で憲法を学ぶ機会の薄かった人を歓迎する。

春学期に、憲法の後半に置かれた「統治機構」を中心に講義を行っ

たが、秋は人権、安全保障、等に焦点を移す。

授業の

到達目標

改正、前文、天皇、人権、の各章全文を読破。

憲法の改正・制定に関与する意識を体感する。

授業計画 (1)授業の進め方、憲法の成立過程、国民投票法

(2)第９章（改正）など

(3)第１章（天皇）

(4)第３章（国民の権利及び義務） 10-14 条

(5)同 15-19 条

(6)同 20-25 条

(7)同 26-30 条

(8)フィールドワーク（11 月 24 日）

(9)同 31-40 条（訴追される側）

(10)同 31-40 条（被害者側）

(11)第２章（戦争放棄）

(12)同

(13)同

(14)前文

(15)まとめ

教科書 「初学者が分かる『解説日本国憲法』」（未公刊、コピー配布します）

参考文献 「私の『憲法』気質」（小林昭三著）、「憲法の争点」（有斐閣）、

「憲法判例百選Ⅰ・Ⅱ 第５版」（有斐閣）、

「憲法改正 読売試案 2004 年」（中央公論新社）



成績評価方法 評価基準

試験

％

０％

レポート

％

０％

平常点評価

％

100％。

毎回の小レポート、宿題で判定する。

その他

％

講義目標は、前文から人権まで各章各条文の全文

読破なので、欠席すると達成度は低くなり、結果的

に評価は下がる。

関連 URL http://www.yomiuri.co.jp/feature/sian2004/

http://www.yomiuri.co.jp/column/kenkyu/

備考 講義計画は目安で、進度により、ずれ込むことがあります。


